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1. 法令遵守

環境に関する法規制や条例、地域協定を遵守します。

2. 環境貢献

重点項目をして次の事項をあげ、環境経営目標を設定して継続的改善に取り組みます。

1） 事業活動における環境負荷の低減二酸化炭素・廃棄物・水の削減）
2） 使用物品のグリーン購入の推進
3） 環境に配慮した事業活動の推進
4） 地域に密着した社会貢献の推進

3.

全社員に環境経営方針を周知します。

4. 環境経営方針、環境経営レポート公開

環境経営方針及び環境経営レポートを公開し、一般の人々が入手可能とします。

　　　　　【環境理念】

　　　　　【環境経営方針】

啓蒙活動

セキトランスシステム株式会社環境経営方針

セキトランスシステム株式会社は、すべての事業活動（物流業務・環境事業・流

通事業）に伴う環境負荷を低減すると共に、環境事業を通じてゼロエミッション

を目指し循環型社会の形成に更に貢献する。

改定2023年4月1日

セキトランスシステム株式会社

代表取締役社長 関 則雄

制定2016年10月27日
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1 　　事業の概要

①会社概要

会社名　 セキトランスシステム株式会社

代表取締役 　　関　則雄

本社 静岡県駿東郡長泉町竹原383番地の4

TEL　055-988-6868　 FAX　055-988-6869

HP http://www.sekitransys.co.jp

産廃ﾈｯﾄ http://www2.sanpainet.or.jp/zyohou/index_u5.php?Param1=8&Param2=08970&Param0=&menu=2

環境管理責任者 専務取締役　関　泰士

②事業の概要

事業活動 貨物自動運送業/自動車運送取扱業/倉庫業

建設業（クレーン楊重業）/家電リサイクル指定引取場所

一般廃棄物処理業（収集運搬）

産業廃棄物処理業（収運運搬・中間処理・最終処分）

キッチン、バス、トイレ等住宅設備関連商品の販売

対象事業所 ●本社

●東静岡ﾘｻｲｸﾙﾊﾟｰｸ

●管理型最終処分場

●三島事業所

●テクパル

●ジャストフィット

設立 昭36年6月1日 認証登録範囲 　　　全組織・全活動

資本金 1,000万円

年間売上 1,795百万円（2023年度）

年間売上 1,784百万円（2022年度） 従業員数内訳

年間売上 1,766百万円（2021年度） 本社；正規62名、パート9名　三島：正規12名　リサイクルパーク：正規17名、パート29名　

従業員 143名（2024年3月現在） ジャスト：正規8名、パート1名　テクパル：正規5名 ※パートはフルタイム勤務のみ

敷地面積（全社） 23,222㎡

延床面積（全社） 4,929㎡

2023年度 2022年度 2021年度 事業系 2023年度

収集運搬量 15,494 16,352 16,411 収集運搬量 417

中間処分量 15,422 15,982 16,074

最終処分量
(管理型埋立） 354.11 449.55 431.75 家庭系 2023年度

＊役所年度報告数値 収集運搬量 5,456

埋立地面積 1,675ｍ2
埋立地容積 7,756ｍ3
埋立残容量 2,978ｍ3

産業廃棄物処理量　　(ｔ) 一般廃棄物処理量　　(ｔ)

●積み替え保管を行う場所の所在地
静岡県駿東郡長泉町南一色字堤洞906番26
面積：5.04ｍ2
産業廃棄物の種類
・金属くず（廃乾電池に限る。水銀使用製品産業廃
棄物を含む。）
・汚泥(廃乾電池に限る。水銀使用製品産業廃棄物
を含む。）
積替えのための保管上限：0.22ｍ3
積み上げることができる高さ：-

●積み替え保管を行う場所の所在地
静岡県駿東郡長泉町南一色字堤洞906番26
面積：5.25ｍ2
産業廃棄物の種類
・廃プラスチック類（廃蛍光管に限る。水銀使用製品産業廃棄物を
　含む。）
・金属くず（廃蛍光管に限る。水銀使用製品産業廃棄物を含む。）
・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず(廃蛍光管に限
　る。水銀使用製品産業廃棄物を含む。）
積替えのための保管上限：1.50ｍ3
積み上げることができる高さ：-

＊処理は各市町

リサイクル家電回収量　(台)
23,369

管理型最終処分場
2024年3月末時点
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都道府県
政令市

許可年月日 許可期限
優良
認定

廃ﾌﾟﾗ
ｽﾁｯ
ｸ類

金属くず

ｶﾞﾗｽく
ず･ｺﾝｸ
ﾘｰﾄくず
及び陶

磁器くず

がれき
類

燃え殻 汚泥 廃油 紙くず 木くず
繊維
くず

動植
物性
残さ

ばい
じん

◎ ○● ○● ○● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中間処分
●は水銀使用製品産業廃棄物を含む

◎ ※○ ※○ ※○ ○ ○ ○ 最終処分
※○は石綿含有産業廃棄物を含む

都道府県
政令市

許可年月日 許可期限
優良
認定

廃ﾌﾟﾗ
ｽﾁｯ
ｸ類

金属くず

ｶﾞﾗｽく
ず･ｺﾝｸ
ﾘｰﾄくず
及び陶

磁器くず

がれき
類

燃え殻 汚泥 廃油 紙くず 木くず
繊維
くず

動植
物性
残さ

ばい
じん

廃酸 廃ｱﾙｶﾘ 鉱さい

静岡県 第 02212011543 号 H30.1.10 H37.1.9 ◎ ※○● ○● ※○● ※○ ○ ○● ○ ○ ○ ○ ○ ○
※○は石綿含有産業廃棄物を含む
●は水銀使用製品産業廃棄物を含む

静岡県 第 02212011543 号 H30.1.10 H37.1.9 ◎
●

廃蛍光管
に限る

●
廃乾電池・
廃蛍光管

に限る

●
廃蛍光管

に限る

●
廃乾電池

に限る

●は水銀使用製品廃棄物を含む
積替え及び保管行為を含む

神奈川県 第 01405011543 号 R5.2.7 R11.8.29 ◎ ※○● ○● ※○● ※○ ○ ○● ○ ○ ○ ○ ○ ○
※○は石綿含有産業廃棄物を含む
●は水銀使用製品産業廃棄物を含む

山梨県 第 01900011543 号 R4.9.20 R11.9.19 ◎ ※○ ○ ※○ ※○ ○ ○ ○ ※○は石綿含有産業廃棄物を含む

長野県 第 2009011543 号 R4.3.29 R11.3.28 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

埼玉県 第 01102011543 号 R4.12.15 R11.10.25 ◎ ○● ○● ○● ○ ○ ○● ○ ○ ○ ○ ●は水銀使用製品産業廃棄物を含む

群馬県 第 01000011543 号 R4.10.19 R11.10.18 ◎ ○ ○

岐阜県 第 02100011543 号 R4.11.15 R11.11.8 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

滋賀県 第 02501011543 号 H30.9.20 H37.9.19 ◎ ※○ ※○ ※○ ※○は石綿含有産業廃棄物を含む

神戸市 第 6900011543 号 H30.9.14 H37.9.13 ◎ ※○● ○ ※○● ※○● ○ ○ ○ ○ ○ ○
※○は石綿含有産業廃棄物を含む
●は水銀使用製品産業廃棄物を含む

愛知県 第 02300011543 号 R4.12.7 R11.9.17 ◎ ※○ ○ ※○ ※○ ○ ○ ○ ○ ○ ※○は石綿含有産業廃棄物を含む

三重県 第 02400011543 号 R4.6.6 R11.3.15 ◎ ※○ ○ ※○ ※○ ○ ○ ○ ※○は石綿含有産業廃棄物を含む

千葉県 第 01200011543 号 H30.12.10 H37.11.1 ◎ ※○ ○ ○ ○ ○ ※○は石綿含有産業廃棄物を含む

都道府県
政令市

許可年月日 許可期限
優良
認定

腐食性
廃酸

特定有
害廃石
綿等

特定有害
汚泥（鉛又
はその化
合を含む
ものに限

る）

腐食性
廃アル

カリ

特定有害
燃え殻 汚泥

ばい
じん

静岡県 第 02251011543 号 H30.8.14 H37.8.13 ◎ ○ ○ ○ ○

神戸市 第 6950011543 号 H30.9.14 H37.9.13 ◎ ○ ○ ○ ○

神奈川県 第 01450011543 号 R2.9.29 R9.7.26 ◎ ○ ○ ○ ○

区域

長泉町 第 61-2 号 令和6年4月 令和8年3月 〇 長泉町 ○

三島市 第 06302 号 令和6年4月 令和8年3月 〇 三島市 ー

清水町 第 18 号 令和6年4月 令和8年3月 〇 清水町 ー

＊車両及び処理工程は産廃と同じ

静岡県 号 R4.10.12 R9.10.11

都道府県
政令市

許可番号 許可年月日 許可期限

静岡県 第 02242011543 号 R4.3.31

市町 許可番号 許可年月日 許可期限

(積替え又は保管を行う場所の所在地
静岡県駿東郡長泉町南一色字堤洞906番26
積替えのための保管上限　廃電池　0.22㎥
積替えのための保管上限　廃蛍光管　1.5㎥

セキトランスシステム㈱

許可番号

産業廃棄物収集運搬業許可取得一覧表

産業廃棄物処分業許可取得一覧表

静岡県駿東郡長泉町上長窪字
西ﾉ窪324番1　外10筆

R11.3.30

許可番号

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可取得一覧表

許可番号 備　　考

収集運搬

（般－04）第19809

種類

とび・土工工事業　解体工事業

一般廃棄物許可取得一覧表

処分

建設業許可取得一覧表
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産業廃棄物処理能力と処分方法
（ｔ）/8ｈ

施設と設置場所
　　　　　　種類
処分方法

廃プラ類 金属くず 木くず 紙くず がれき類
ガラス屑
陶器屑類

動物性残さ 繊維屑 汚泥 廃油

圧縮減容機１（A館） 圧縮 1.95

圧縮減容機２（A館） 圧縮 30.5

圧縮減容機３（A館） 圧縮 14.98

圧縮減容機5（E館） 圧縮 3.6 4.4 3.75

圧縮施設6（F館） 圧縮 26.66

破砕施設15（E館）　 破砕 4.86 6.59 4.42 6.03 4.76 6.63 10.66

破砕施設２（B館） 破砕 80

破砕施設３（A館） 破砕 17

破砕施設４（D館） 破砕 0.4 3.6

破砕施設５（C館） 破砕 92.4

破砕施設10（C館） 破砕 3.94

破砕施設14（B館）　 破砕 2.64 3.42 2.13 2.91 3.41 2.52

破砕施設９（A館） 破砕 1.96

切断施設１（E館） 切断 4.2 4.84 4.52 4.73 4.56

溶融固化機（A館） 溶融固化 0.18

破砕施設11（A館） 破砕 0.01 0.09 1.73

破砕施設12（F館） 破砕 3.04 3.28 2.88 3.52 3.84

焼却施設（B館） 焼却 0.9 2.66 4.12 4.22 2.9 14.4 2.77
廃油のみ
㎥

破砕施設13（G館） 破砕 4.62 3.95 4.9 3.96 3.53 4.45 4.3

A館　　静岡県駿東郡長泉町南一色字堤洞906-26

B館　　静岡県駿東郡長泉町南一色字柳澤550-29

C館　　静岡県駿東郡長泉町南一色字大峯902-13

D館　　静岡県駿東郡長泉町南一色字大峯904-2

E館　　静岡県駿東郡長泉町南一色字大峯905-1

F館　　静岡県駿東郡長泉町南一色字905-10

G館　　静岡県駿東郡長泉町南一色字大峯905-9
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（積替え保管あり）

64

11

合計

運搬車両の種類と台数に関する事項

塵芥車

3

25

17

8

車体の形状

ダンプ

キャブオーバ

バン

脱着装置付きｺﾝﾃﾅ専用車

産業廃棄物・一般廃棄物
収集運搬車両
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廃熱利用

焼却残さ　　 再利用（委託）

管理型埋立地（委託）

事業場別作業工程図

C号館 木くず 木くず（一級品）

木くず（二級品）

ふるい選別

処理方法

木くず・紙くず・廃ﾌﾟﾗ

破砕処理（砕石）　

破砕処理

B号館 焼却処理

受入品目事業場

A号館 ペットボトル（良）

管理型
最終処分場

F号館

E号館

石膏ボード（解体系）

D号館 石膏ボード（新築系）

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器く
ず
ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ陶磁器くず（廃
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）
がれき類、紙くず
木くず

G号館
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
金属くず
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器く
ず
ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ陶磁器くず（廃
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）
がれき類、紙くず
木くず
動植物性残さ

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず
がれき類、燃え殻、汚泥、ばいじん

繊維くず

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
金属くず
紙くず

木くず

がれき類

廃プラスチック類

金属くず アルミ缶

ペットボトル（悪）

スチール缶

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

発砲スチロール
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
分別（色別）

圧縮処理(ﾍﾞｰﾙ梱包）手動

圧縮・切断処理

破砕処理

埋立処理

破砕・切断処理

破砕処理

破砕処理

破砕処理

破砕処理
リサイクル　　

溶融固化（インゴット化）　　

圧縮処理(減容化）　

破砕処理

動植物性残さ 破砕処理

（水銀使用製品
産業廃棄物）

蛍光灯

圧縮処理(減容化）　

圧縮処理

破砕・圧縮・切断処理

破砕処理

破砕処理（製紙用チップ化）

破砕処理（故紙代替用チップ化）

ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄ
くず及び陶磁器く
ず（石膏ボード）

紙くず

がれき類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属
ず、ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄ
くず及び陶磁器くず

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類・木くず・紙くず・繊維くず
動植物性残さ・汚泥・廃油

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 破砕処理

ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず
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施設の種類 処理能力 処理方式 構造及び設備の概要

圧縮施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類1.95t/日（8.0時間） ・圧縮機

溶融固化機 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類0.18ｔ/日（8.0時間） ・溶融機 ・発泡ｽﾁﾛｰﾙに限る

破砕施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類　4.86ｔ/日（8.0時間） ・破砕機 ・二軸式

金属くず6.59ｔ/日（8.0時間）

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず6.63ｔ/日（8.0時間）

がれき類4.76ｔ/日（8.0時間）

紙くず6.03ｔ/日（8.0時間）

木くず4.42ｔ/日（8.0時間）

動植物性残さ10.66ｔ/日（8.0時間）

焼却施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類　0.9ｔ/日（8.0時間） ・固定炉床 ・燃焼ｶﾞｽ温度（800℃以上）

汚泥14.40ｔ/日（8.0時間） ・燃焼方式 ・バッチ式,連続投入装置

廃油2.77ｍ3/日（8.0時間） ・火床面積 ・12ｍ2

紙くず4.12ｔ/日（8.0時間） ・廃ｶﾞｽの処理方法 ・集じん→ｻｲｸﾛﾝ、ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀｰ（ろ過集塵装置）

木くず2.66ｔ/日（8.0時間） ・焼却灰の処分方法 ・焼却灰と飛灰分離回収

繊維くず2.90ｔ/日（8.0時間） ・飛灰ｷﾚｰﾄ処理

動植物性残さ4.22ｔ/日（8.0時間）

圧縮施設 金属くず14.98ｔ/日（8.0時間） ・圧縮機

破砕施設 がれき類80.00ｔ/日（8.0時間） ・破砕機 ・一軸式

破砕施設 ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず17.00ｔ/日（8.0時間）・破砕機

圧縮施設 金属くず30.50ｔ/日（8.0時間） ・圧縮機

破砕施設 ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず3.60ｔ/日（8.0時間） ・破砕機 ・一軸式

紙くず（廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞに限る）0.40ｔ/日（8.0時間）

破砕施設 木くず92.40ｔ/日（8.0時間） ・破砕機 ・切削円盤機

破砕施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類2.64ｔ/日（8.0時間） ・破砕機 ・一軸式

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず3.41ｔ/日（8.0時間）

がれき類2.91ｔ/日（8.0時間）

紙くず2.13ｔ/日（8.0時間）

木くず3.42ｔ/日（8.0時間）

動植物性残さ2.52ｔ/日（8.0時間）

切断施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類4.20ｔ/日（8.0時間） ・切断機

金属くず4.84ｔ/日（8.0時間）

紙くず4.73ｔ/日（8.0時間）

木くず4.52ｔ/日（8.0時間）

繊維くず4.56ｔ/日（8.0時間）

圧縮施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類3.60ｔ/日（8.0時間） ・圧縮機

紙くず4.40ｔ/日（8.0時間）

繊維くず3.75ｔ/日（8.0時間）

破砕施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類1.96ｔ/日（8.0時間） ・破砕機 ・一軸式

破砕施設 木くず3.94ｔ/日（8.0時間） ・破砕機 ・一軸式

圧縮施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類26.66ｔ/日（8.0時間） ・圧縮機

破砕施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類0.01ｔ/日（8.0時間） ・破砕機

金属くず0.09ｔ/日（8.0時間）

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず1.73ｔ/日（8.0時間）

破砕施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類3.04ｔ/日（8.0時間） ・破砕

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず3.84ｔ/日（8.0時間）

がれき類3.52ｔ/日（8.0時間）

紙くず2.88ｔ/日（8.0時間）

木くず3.28ｔ/日（8.0時間）

破砕施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類4.62ｔ/日（8.0時間） ・破砕

金属くず3.95ｔ/日８8.0時間）

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず4.45ｔ/日（8.0時間）

がれき類3.53ｔ/日（8.0時間）

紙くず3.96ｔ/日（8.0時間）

木くず4.90ｔ/日（8.0時間）

動植物性残さ4.30ｔ/日（8.0時間）

管理型最終処分場 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、・埋立地面積 ・1,675ｍ2

がれき類、燃え殻、汚泥、ばいじん ・埋立地容積 ・7,756ｍ3

・浸出液の処理方法 ・沈澱ろ過方式

・飛散、流出防止の方法 ・覆土、飛散防止ネット壁

・防災設備の構造 ・雨水調整池、よう壁

構造及び設備の概要
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2.実施体制

代表取締役社長
関 則雄

環境管理責任者
関 泰士

廃棄物収集運搬部
テクパル・ジャストフィット運輸部東静岡リサイクルパーク 三島事業所

環境事務局
鈴木謙次・上野雅人

本社営業部・総務部・事務部
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経営責任者 環境システムの最高責任者
関　則雄 ・環境方針を策定

・環境管理責任者・環境事務局を指名
・資源（人材・資金・技術）の用意

環境管理責任者 環境保全の総責任者
関　泰士 ・全社計画の立案・評価

・部門責任者への教育の実施
・システムの実績を代表者に報告
・外部からの苦情等の窓口

環境事務局 環境管理責任者の補佐
鈴木　謙次 ・各データの把握
上野　雅人 ・文書・記録の作成・管理

・全社ＣＯ２の取りまとめ及び集計作業
本社営業部・総務部・事務部 部門の責任者
上野　雅人 ・環境活動計画の実行

・担当部門従業員への環境教育の実施
・システムの実施状況の確認
・担当部門に関する法令遵守・安全活動の管理・監督
・新入社員に対する法令・安全教育の実施（マニフェスト管理、委託契約等）
・担当部門に関する生産性・安全性向上の為の改善活動及び指導

東静岡リサイクルパーク 部門の責任者
鈴木　謙次 ・環境活動計画の実行

・担当部門従業員への環境教育の実施
・システムの実施状況の確認
・担当部門に関する法令遵守・安全活動の管理・監督
・新入社員に対する法令・安全教育の実施
・東静岡リサイクルパーク全館のリサイクル率・生産性・安全性向上の為の改善
活動及び指導
・東静岡リサイクルパーク全館の5Ｓ指導
・東静岡リサイクルパーク全館車両の5Ｓ・携帯品の点検（マニフェストの取り扱
 ・ 地域自主清掃活動の実施
 ・ 担当部門の防災訓練の実施

廃棄物収集運搬部 部門の責任者
杉山　泰央 ・環境活動計画の実行

・担当部門従業員への環境教育の実施
・システムの実施状況の確認
・担当部門に関する法令遵守・安全活動の管理・監督
・新入社員に対する法令・安全教育の実施
・担当部門に関する生産性・安全性向上の為の改善活動及び指導
・車両の5Ｓ・携帯品の点検（マニフェストの取り扱い）

運輸部 部門の責任者
上野　雅人 ・環境活動計画の実行

・担当部門従業員への環境教育の実施
・システムの実施状況の確認
・担当部門に関する法令遵守・安全活動の管理・監督
・新入社員に対する法令・安全教育の実施
・担当部門に関する生産性・安全性向上の為の改善活動及び指導
・車両の5Ｓ・携帯品の点検（マニフェストの取り扱い）

三島事業所 部門の責任者
武井　洋一郎 ・環境活動計画の実行

・担当部門従業員への環境教育の実施
・システムの実施状況の確認
・担当部門に関する法令遵守・安全活動の管理・監督
・新入社員に対する法令・安全教育の実施
・担当部門に関する生産性・安全性向上の為の改善活動及び指導
・車両の5Ｓ・携帯品の点検（マニフェストの取り扱い）
・担当部門の防災訓練の実施

テクパル・ジャストフィット 部門の責任者
林　克次 ・環境活動計画の実行

・担当部門従業員への環境教育の実施
・システムの実施状況の確認
・担当部門に関する法令遵守・安全活動の管理・監督
・新入社員に対する法令・安全教育の実施
・担当部門に関する生産性・安全性向上の為の改善活動及び指導
・担当部門の防災訓練の実施

各責任者の権限及び実施事項
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二酸化炭素係数は0.510kg-CO2/kwhを使用

kg-CO2 2,054,956 2,013,856 1,993,307 1,972,758 1,952,208 1,931,659

(%) 100% 98% 97% 96% 95% 94%

kWh 597,885 585,927 579,948 573,970 567,991 562,012

(%) 100% 98% 97% 96% 95% 94%

㍑ 35,059 34,357 34,007 33,657 33,306 32,955

(%) 100% 98% 97% 96% 95% 94%

㍑ 633,643 620,970 614,634 608,297 601,961 595,624

(%) 100% 98% 97% 96% 95% 94%

㍑ 13,534 13,263 13,128 12,993 12,857 12,722

(%) 100% 98% 97% 96% 95% 94%

袋 386 378 374 371 367 363

(%) 100% 98% 97% 96% 95% 94%

(%) 89.1% 90.4% 89.4% 89.7% 90.0% 90.3%

- - - - - - -

㎥ 4,987 4,887 4,837 4,788 4,738 4,688

(%) 100% 98% 97% 96% 95% 94%

￣

中長期環境経営目標　全社

項目 単位

基準年度実績
2022年度

（2022/4/1～
2023/03/31)

二
酸
化
炭
素
削
減

CO2排出量

電力

ガソリン

軽油

灯油

事務用品の環境配慮品 優先購入

2023年度目標

グリーン購入

廃
棄
物
削
減

一般廃棄物 可燃物･廃ﾌﾟﾗ

産業廃棄物 再資源化率

水使用量削減

2024年度目標 2025年度  目標 2026年度  目標 2027年度  目標
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全社

（1）環境経営目標と達成状況評価

目標 実績

kg-CO2 2,054,956 2,013,856 2,030,925

(%) 100% 98.0% 101%

kWh 597,885 585,927 603,076

(%) 100% 98% 102.9%

㍑ 35,059 34,357 29,221

(%) 100% 98% 85%

㍑ 633,643 620,970 619,243

(%) 100% 98% 100%

㍑ 13,534 13,263 23,259

(%) 100% 98% 175%

袋 386 378 368

(%) 100% 98% 97%

(%) 89.1% 90.4% 87.1%

- - - -

㎥ 4,987 4,887 5,321

(%) 100% 98% 108.9%

￣

〇

×

〇

〇

廃
棄
物
削
減

二
酸
化
炭
素
削
減

電力

ガソリン

軽油

灯油

可燃物･廃ﾌﾟﾗ一般廃棄物

〇
事務用品の環境配慮品

優先購入

×

×

再資源化率産業廃棄物

×

〇

単年度目標
2023年度

（2023年4月～2024年3
月）

CO2排出量

基準年度実績
2022年度

（2022/4/1～
2023/03/31)

グリーン購入

水使用量削減

〇

1ｹ年間

目標達成
状況評価

×

×

×

×

〇

×

環境経営目標とその実績

項目 単位

二酸化炭素係数は0.510kg-CO2/kwhを使用
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サイト別

本社 工場 三島 ジャスト
テクパ
ル

本社 工場 三島 ジャスト
テクパ
ル

本社 工場 三島 ジャスト
テクパ
ル

本社 工場 三島 ジャスト
テクパ
ル

本社 工場 三島 ジャスト
テクパ
ル

本社 工場 三島 ジャスト
テクパ
ル

kg-CO2 1,232,974 554,838 205,496 30,824 30,824 1,208,314 543,741 201,386 30,208 30,208 1,203,682 582,404 182,770 30,300 31,769 1,195,984 538,193 199,331 29,900 29,900 1,183,655 532,645 197,276 29,591 29,591

(%) 100% 100% 100% 100% 100% 98% 98% 98% 98% 98% 100% 107% 91% 100% 105% 97.0% 97.0% 97.0% 97.0% 97.0% 96.0% 96.0% 96.0% 96.0% 96.0%

kWh 54,195 501,679 8,320 4,959 28,732 53,111 491,645 8,154 4,860 28,157 41,041 520,077 6,282 5,402 30,274 52,569 486,629 8,070 4,810 27,870 52,027 481,612 7,987 4,761 27,583

(%) 100% 100% 100% 100% 100% 98% 98% 98% 98% 98% 77% 106% 77% 111% 108% 97.0% 97.0% 97.0% 97.0% 97.0% 96.0% 96.0% 96.0% 96.0% 96.0%

㍑ 12,603 5,580 8,004 - 8,872 12,351 5,468 7,844 - 8,695 11,900 2,040 8,243 - 7,038 12,225 5,413 7,764 - 8,606 12,099 5,357 7,684 - 8,517

(%) 100% 100% 100% - 100% 98% 98% 98% - 98% 96% 37% 105% - 81% 97.0% 97.0% 97.0% - 97.0% 96.0% 96.0% 96.0% - 96.0%

㍑ 461,865 99,093 62,252 10,433 - 452,628 97,111 61,007 10,224 - 447,730 98,650 62,187 10,676 - 448,009 96,120 60,384 10,120 - 443,390 95,129 59,762 10,016 -

(%) 100% 100% 100% 100% - 98% 98% 99% 99% - 99% 102% 102% 104% - 97.0% 97.0% 97.0% 97.0% - 96.0% 96.0% 96.0% 96.0% -

㍑ - 13,534 - - - - 13,263 - - - - 23,259 - - - - 13,128 - - - - 13,128 - - -

(%) - 100% - - - - 98% - - - - 175% - - - - 97.0% - - - - 97.0% - - -

袋 270 39 39 19 19 265 38 38 19 19 256 37 37 19 19 262 37 37 19 19 259 37 37 19 19

(%) 100% 100% 100% 100% 100% 98% 98% 98% 99% 99% 97% 98% 98% 100% 100% 97.0% 97.0% 97.0% 97.0% 97.0% 96.0% 96.0% 96.0% 96.0% 96.0%

㎥ 367 4397 126 - 97 360 4,309 123 - 95 399 4,707 114 - 101 356 4,265 122 - 94 352 4,221 121 - 93

(%) 100% 100% 100% - 100% 99% 98% 99% - 98% 111% 109% 92% - 106% 97.0% 97.0% 97.0% - 97.0% 96.0% 96.0% 96.0% - 96.0%

￣

￣

×

事務用品の環境配慮品 優先購入

-

- -

△ △

×

××

- 〇

×

-

〇

〇

×

×

-

〇

-

〇

×

×

×

〇

×

〇

×

〇

〇

×

基準年度実績
2022年度

（2022/4/1～2023/03/31)

〇 × 〇

〇

2025年度

目標

2024年度

次年度目標

1ｹ年間

目標達成
状況評価

単年度目標
2023年度

（2023年4月～2024年3月）

実 績目 標

水使用量削減

一般廃棄物 可燃物･廃ﾌﾟﾗ

廃
棄
物
削
減

単位

環境に配慮した取り組み 地域自主清掃活動の実施

グリーン購入 事務用品の環境配慮品 優先購入

地域自主清掃活動の実施 地域自主清掃活動の実施

環境目標とその実績

CO2排出量

二
酸
化
炭
素
削
減

灯油

軽油

ガソリン

電力

項目

12



2)環境目標の達成状況の評価と是正・予防処置

達成状況 区分

再資源化率向上 ×
評価
是正

一般廃棄物に関しては達成する事ができた。シュレッダーした紙のリサイクルを
継続していきたい。産業廃棄物は再資源化率の目標を達成できなかった。具体
的な取り組みとしては管理型埋立処分となっている石膏ボードのリサイクル率を
高めることや安定型埋立処分となる混合廃棄物からプラスチック等のリサイクル
可能な物をより多くリサイクルへ回せるようにしていく必要がある。

活動項目 原因及び処置又はコメント

二酸化炭素削減 ×
評価
是正

【CO2排出量】昨年度より削減はできたが目標は未達成となった。二酸化炭素排
出割合の大きい軽油の増加を防ぎ、ガソリンを削減できたが電力の増加の影響
が大きかったと思われる。
サイト別に見ると排出量の最も多い本社が僅かではあるが目標を達成する事が
でき三島事業所も目標を達成できたが、二番目に排出量の多い工場の増加の
影響が大きく全体として未達成となった。
テクパル・ジャストフィットは微増ではあるが目標を達成できなかった。全体的な
削減はもちろんだが、排出量の多い部署の削減が重要となる。
【電力】
使用量の多い工場が増加してしまった事で全体として達成できなかった。E館に
二軸破砕機を新設した事が影響していると考えられる。電力は工場の稼働時間
の影響が大きいが、不要な電灯の消灯や処理施設の効率的な使用方法などを
検討したい。三島事業所の削減は事務所の蛍光灯をLEDへの切り替えた事が
影響していると思われる。ジャストフィットは倉庫の電灯の使用時間の影響が大
きいと考えられるのでより節電を意識させたい。テクパルは事務所の利用時間の
影響によるものと考えられるが節電意識を高めていきたい。
【ガソリン】ガソリンは本社・三島事業所・テクパル共に営業車に使用している為、
営業の行動による所が大きいが削減となった。工場は唯一使用しているガソリン
のフォークリフトの稼働が減り削減に繋がった。
【軽油】使用量の多い本社で削減することができた。産業廃棄物の収集運搬量
が減少している影響が大きいと考えられる。工場・三島事業所・ジャストフィットの
増加は微増の為、仕事内容の影響によるものと考えられる。低燃費車の導入や
エコドライブの推進により更なる削減を目指したい。
【灯油】焼却施設に使用している為、今回の大幅な増加は昨年度の修理による
長期稼働停止期間が今年度は無かった為、稼働時間が増加した事によるものと
考えられる。

環境に配慮した
取り組み ×

評価
是正

来年度は地域自主清掃活動を再開する。

水削減 ×
評価
是正

三島事業所以外は増加している。使用量の多い工場が増加した影響が大きい。
工場では飛散防止対策・打ち水・洗車等に水を使用しているが、猛暑による使
用量増加も考えられる。本社の増加は洗車による影響も考えられる。必要な使
用はやむを得ないが節水意識を高めていきたい。

グリーン購入 〇 評価 事務用品を中心に環境配慮品を優先購入している。今後も継続実施する。
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テクパル 合計
2023.4 軽油 （ℓ） 775.8 49128.91

ガソリン （ℓ） 669.37 2793.67
灯油 （ℓ） 0 1002

2023.5 軽油 （ℓ） 678.98 49557.16
ガソリン （ℓ） 564.41 2715.9
灯油 （ℓ） 0 2438

2023.6 軽油 （ℓ） 773.12 54710
ガソリン （ℓ） 646.03 2853.58
灯油 （ℓ） 0 2810

2023.7 軽油 （ℓ） 910.38 54574.64
ガソリン （ℓ） 673.62 2962.02
灯油 （ℓ） 0 2639

2023.8 軽油 （ℓ） 844.54 50209.14
ガソリン （ℓ） 571.9 2696.81
灯油 （ℓ） 0 1971

2023.9 軽油 （ℓ） 1160.16 52735.82
ガソリン （ℓ） 602.26 2463.8
灯油 （ℓ） 0 2093

2023.10 軽油 （ℓ） 937.02 52689.56
ガソリン （ℓ） 548.42 2050.59
灯油 （ℓ） 0 1865

2023.11 軽油 （ℓ） 993.91 52474.54
ガソリン （ℓ） 586.61 2198.26
灯油 （ℓ） 0 1808

2023.12 軽油 （ℓ） 1088.19 53915.71
ガソリン （ℓ） 617.66 2306.19
灯油 （ℓ） 0 1775

2024.1 軽油 （ℓ） 745.69 45846.33
ガソリン （ℓ） 496.09 2081.51
灯油 （ℓ） 0 1865

2024.2 軽油 （ℓ） 801.57 49391.41
ガソリン （ℓ） 565.85 2180.44
灯油 （ℓ） 0 1430

2024.3 軽油 （ℓ） 966.86 54009.73
ガソリン （ℓ） 496.22 1918.55
灯油 （ℓ） 0 1563

合計 軽油 （ℓ） 10676.22 619242.95

ガソリン （ℓ） 7038.44 29221.32
灯油 （ℓ） 0 23259
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環境経営計画及び評価結果（次年度の環境活動計画を含む）

1)環境経営計画と評価

省エネ機器の導入検討 環境管理責任者

各部門責任者

各部門責任者

各部門責任者

各部門責任者

環境事務局

鈴木

鈴木

環境事務局

節水の社員教育・表示 各部門責任者

２ヶ月毎のデータの把握 環境事務局

各部門責任者

各部門責任者

2)全体の取組みの総合評価（環境管理責任者）

　

低燃費車両の導入 環境管理責任者

エコドライブの推進 杉山、武井、上野、鈴木

2024年度実施計画

（2023年4月～2024年3月） 状況 前半期 後半期

主な活動手段 実施責任者 運用期間実施計画 実施 運用期間
全体評価

二
酸
化
炭
素
削
減

△

○

全体として
は、計画通
り実施でき

た。

配車の効率化 杉山、武井、上野、鈴木 △

省エネ活動の社員教育・表示 ○

昼休みの消灯 ○

空調機温度設定・表示（夏28℃　冬25℃） 〇

空調のフィルター清掃・定期点検 〇

毎月のデータの把握 〇

水
使
用
量
削
減

〇

廃
棄
物
削
減

リサイクル率向上の為の分別方法追求 △

効率的な処理工程追求 △

社内文書の裏紙利用・両面印刷の徹底 各部門責任者 〇

廃棄物抑制の社員教育・表示

○

計画通り実
施できた。

各部門責任者 〇

毎月のデータの把握 〇

○

全体として
は、計画通
り実施でき

た。

〇

計画通り実
施できた。

○

環
境
配
慮
活
動

車両の5Ｓ徹底と許可証等の確認 ○

グ
リ
ー
ン
購
入

物品購入時の環境配慮優先 ○

会社全体の二酸化炭素排出量の目標は達成できなかったが、昨年度よりも排出量を削減できたのは受注
量の減少による影響もあると思われる。環境と経営が両立する仕組みを引き続き検討していく必要があ
る。老朽化した車両や設備は最新のものへ更新する事により、環境負荷の低減だけではなく安全面・機
能面も向上し環境経営への効果が高いので担当者の意見を聞きながら早めの更新ができるようにしてい
きたい。同時にエコドライブの推進や産業廃棄物の新しいリサイクル方法・分別方法・排出先の検討
等、ハード面とソフト面の改善により環境と経営が両立できるように進めていきたい。

○

全体として
は、計画通
り実施でき

た。

各事業場の4Ｓ徹底と業務効率化追求 ○

環境関連講習（研修）への積極的な参加 〇

環境貢献活動への積極的な参加 環境事務局 ×

杉山、武井、上野、鈴木

環境事務局

企
業
価
値
向
上
の
取
組

災害対策備蓄（水・食料・簡易トイレ） ○

○

計画通り実
施できた。

工場見学の積極的な受入れ ○
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環境関連法規への対応

1）当社に該当する環境関連法規　　　　　　

　遵法評価の結果法規制の逸脱はありませんでした。

該当する環境法規制等 主な適用基準 備考 遵法評価

廃棄物処理法 契約書の取り交わし（許可証確認） 契約書の締結 〇

管理票（マニフェスト）の返却 90日以内（B2、D票）・180日以内（E票） 〇

管理票（マニフェスト）の保管 5年間 〇

管理票（マニフェスト）の交付実績の年度報告 毎年6月30日まで報告、(産廃･特管と水銀使用製品産業廃棄物の追加） 〇

処分場の現地確認（県条例） 毎年1回以上 〇

保管場所に掲示版 （60㎝×60㎝以上） 〇

産業廃棄物処理基準　 車両表示、掲示板ほか 〇

維持管理情報の公表　 焼却施設・最終処分場の記録入力 〇

管理型埋立地の放流水、地下水（上流側・下流側）水質検査 年１回（1回/月で自主検査） 〇

一般廃棄物収集運搬許可（2年ごと更新） 自治体の排出基準の遵守 〇

大気汚染防止法 ばい煙量又はばい煙濃度を測定記録する。 年2回以上測定 〇

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類対策特別措置法 焼却炉の排出ガス及び焼却灰並びに飛灰を測定 年１回以上測定 〇

特定化学物質の排出量移動量 特定化学物質の管理 毎年6月30日まで報告 〇

振動規制法 特定施設の設置届 ガレキ破砕施設（Ｂ館）、木くずチップ化施設（Ｃ館） 〇

騒音規制法 特定施設の設置届 ガレキ破砕施設（Ｂ館）、木くずチップ化施設（Ｃ館） 〇

浄化槽法 浄化槽の保守点検、清掃を行なうこと。 毎年5月に11条検査、6月清掃 〇

消防法 指定可燃物（再生資源燃料等）の管理 消防長への届出 〇

少量危険物置場の届け出 火気厳禁および指定可燃物の貯蔵量表示 〇

指定可燃物1000kg以上は届出 看板の設置、消火器１本以上設置 〇

特定家庭用機器再商品化法 特定家庭用機器の引取（家電ﾘｻｲｸﾙ法）ﾘｻｲｸﾙ券発券 家電ﾘｻｲｸﾙ券（管理票）の3年間保管 〇

貨物自動車運送事業法
輸送の安全の確保が最も重要であることを自覚し、
絶えず輸送の安全性の向上に努めなければならない

日常点検・定期点検・健康管理 〇

道路交通法 道路における危険を防止し、安全と円滑を図る。 日常点検・定期点検 〇

道路運送車両法 道路運送車両の点検及び整備 日常点検・定期点検 〇

グリーン購入法 再生品等の供給面の取組 環境負荷低減に努める 〇

建設業法 建設業（とび・土工、解体）一般建設業（5年ごと更新） 建設資材等の重量物の運搬配置、鉄骨等の組立て 〇

フロン排出・抑制法 点検及び廃棄時の許可業者への引渡し 3ｹ月毎の簡易点検（重機及び業務用ｴｱｺﾝ） ○

2）法規への違反、訴訟等の有無

　　項環境関連法規の違反はありません。

　　利害関係者からの訴訟はありません。

自動車から排出される窒素化合物及び粒子状物質の特定地域

における総量の削減等に関する特別措置法　Noｘ･PM法
特定地域を走行する車輌は排ガス規制の
適合車あるいはＤＰＦ等で公認　装置を設けたものとする。

排ガス規制適応車輌
公認排ガス低減装置装着車輌

〇

遵法評価日：2024年4月10日
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代表者による全体評価と見直し結果

　代表者による全体の評価と見直しを行った結果は，次の通りである。

①エコアクション経営システムの運用状況

②目標達成状況，環境活動計画実施状況

③その他環境管理責任者の意見

以上について、環境管理責任者が社長に報告した。

下記を重点に実施したい。

①法規制の遵守及び地震・火災等の緊急事態への対応

②エコアクション21の生産性・安全性向上への寄与

③エコアクション21のSDGs推進への寄与

以　　　上

環境経営方針，目
標，計画等の変更
の必要性の判断

環境経営方針、環境経営目標、実施体制は継続して取り組む
環境経営計画に①エコドライブの推進②低燃費車の導入推進を追加す
る

環境管理責任者へ
の必要な指示

見直し実施日 2024年4月18日 見直し者
代表取締役社長

関　則雄

収集した情報

評価内容
今後の課題とチャンスについて

社長の評価結果

　CO2排出量は目標を達成できなかったが昨年度よりも排出量を削減で
きたのは受注量の減少による影響が大きいと思われるので、受注量が増
加してもCO2排出量を削減できるように老朽化した設備や車両を環境配
慮型の製品へ積極的な更新を行うようにしていきたい。
　産業廃棄物のリサイクル率向上は経営に直結する為、リサイクル率向
上の為の分別をより徹底していきたい。
　今後は環境負荷低減・経営の向上と同時に労働時間制限・労働環境
改善に取り組みながら顧客・社員・求職者に選ばれる企業とならなけれ
ばならない。

【今後の課題とチャンス】
①ドライバーを含めた働き方改革による労働時間の規制への対応と労働
環境の改善による人材確保を進める必要がある。

②地震や水害等の大災害が発生した際のBCP制定も課題となる中で、
それらの課題についてエコアクション21との関連を含め検討をすすめる。

③SDGsの宣言の採択をすすめていきたい。これに関してはエコアクショ
ン21の活動と深く関わる事から、エコアクション21の活動を通じて当社に
求められる目標の選択に繋げられるようにしていきたい。
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